
〈
研

究

論

文

８

〉

滝
沢
克
己
と
井
筒
俊
彦

―
そ
の
言
語
哲
学
の
比
較
―

〔

序
〕

滝
沢

と
井
筒
は
宗
教
を

「
実
存
の
根
底
的
変
化
」
と
し
て
深
く

理
解
し

、

世
界
的
な
業
績
を
残
し

た
。
滝
沢

は
キ
リ

ス
ト
教
、
井
筒

は
イ

ス
ラ
ム
教
と
、

セ
ム
系
の
一
神
教

な
が
ら
異

な
っ
た
宗
教
を
背
景

に
し
て

い
る
。
が
、
両

者

と
も
晩

年
そ
れ

ぞ
れ

他
の
宗
教
と

の
対
話
を

進
め
、
滝

沢

は
「
純

粋
神

人

学
」
、
井
筒
は
「
地
平

融
合

的
文
化
」
を
唱
え

た
。
異

な

っ
た

背
景

か
ら

ほ

ぼ
同
じ
志
向
が
出
て
く

る
と
き
「
比
較
」
の
絶
好

の
対
象

と
な
る
。
今
回
は

井
筒
に
導
か
れ
、
宗
教
間
対
話
の
学
問
的
方
法
の
場
所
と
し
て

の
言
語

に
着

目
し
、
両
者
の
言
語
哲
学

に
焦
点
を
当
て
る
。
な

お
、
滝
沢
と
井

筒
は
ほ
ぼ

同
時
代

を
生
き
た
が
、
面
識
も
、
思
想
的
交
流
も
無

い
ま
ま
終

わ
っ
て

い
る
。

前
　
田
　
　
　

保

〔
Ｉ

〕

1
、
井
筒
の
思
想
的
経
歴
は
三
期
に
分
け
ら
れ
、
第
一
期
は
ギ
リ
シ
ャ
、

ロ

シ
ア

、

ア

ラ

ビ

ア
な
ど

の
思

想

史

的

・
実

存

的

な

著
作

の

時
期

、

第

二

期

は
英

文

著

作

の

時

期

。

独
自

の
方

法

論

の

創

発

展

開

で
井

筒

の
名

を

海

外

に

知

ら

し

め

た

。

第

三

期

は

「
東
洋

思

想

の

共

時

的

構

造

化

」

か
ら

「
地

平

融

合

的

文

化

」

を

構

想

す

る
時

期

。
「
井

筒

哲

学

」

が

誕

生

す

る

。
以

下

で

は

第

二

期

と

第

三

期

を

取

り
上

げ

る
。

２

．

第

二

期

最

初

の

著
作

は

Ｌ
ａ
ｎ
ｇ
ｕ
ａ
ｇ
ｅ
　ａ
ｎ
ｄ
　Ｍ
ａ
ｇ
ｉｃ
（
昭
3
1年
、
以
下
Ｌ

Ｍ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
語
論
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
は
唯
一
の
著
作
だ
が
、
意

欲
作

で

あ

る

。

当

時

最
新

の
人

類

学

・
民

族

学

・
言

語
学

そ

し
て

言

語

哲

学

を

批

評

し

な

が

ら

、

井

筒

は

言
語

と

魔

術

を

象

徴

形

成
作

用

と
し

て

統

一

的

に

捉
え

、

一

方

で

魔

術

か
ら

言
語

へ

の

人

類

史

を

構

成

し

つ

つ
、

他

方

で
現



象

学

的

分

析

に

よ

っ

て

言

語

の

魔

術

的

側

面

を

顕

わ

に

し

て

い

る

。

こ

こ

に

は

、

後

に

方

法

論

、

言

語

哲

学

と

し

て

展

開

さ

れ

る

も

の

の

萌

芽

が

、

す

べ

て

見

ら

れ

る

。

特

に

、

語

彙

か

ら

構

造

ま

で

言

語

へ

の

現

象

学

的

接

近

（
意

味
論
ｓ
ｅ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
）
　
が
試
み
ら
れ
、
そ
の
根
本
に
ヴ
ァ
イ
ス
ゲ
ル
バ
ー
の

「
心
的
な
形
成
力
ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｌ
ｔ
ｕ
ｎ
ｇ
ｓ
ｋ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
」
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ

と

が

注

目

さ

れ

る

。
（
同

書

に

は

ソ

シ

ュ

ー

ル

の

名

は

出

な

い

）

３

、

さ

て

、

昭

和

三

四

年

に

第

二

の

著

作

Ｔ
ｈ
ｅ
　ｓ
ｔｒ
ｕ
ｃ
ｔｕ
ｒ
ｅ
　ｏ
ｆ

　ｔ
ｈ
ｅ
　ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
-

ｃ
ａ
ｌ
　
ｔｅ
ｒ
m
ｓ
　
ｉｎ

　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｋ
ｏ
ｒ
ａ
ｎ

（
邦

訳

『
意

味

の

構

造

』
）

が

出

る

。

こ

の

著

作

で

初
め
て
「
意
味
分
節
ｓ
ｅ
ｍ
ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｃ
　
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
と
名
付
け
ら
れ
る
井
筒

の

方

法

論

が

誕

生

す

る

。

井

筒

が

独

自

に

開

発

し

た

「
学

問

的

メ

ト

ド

ロ

ギ

ー

」

で

あ

る

。

Ｌ

Ｍ

の

当

時

、

井

筒

は

ヴ

ァ

イ

ス

ゲ

ル

バ

ー

の

影

響

下

に

あ

っ

た

。

フ

ン

ボ

ル

ト

の

弟

子

で

あ

っ

た

こ

の

言

語

哲

学

者

は

、

言

語

の

世

界

形

成

的

Ｗ

ｅ
ｌｔ
-ｇ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｌｔｕ
ｎ
ｇ

な

機

能

を

強

調

し

、

サ

ピ

ア

・

ウ

オ

ー

フ

の

仮

説

と

同

様

な

相

対

主

義

的

主

張

を

展

開

し

て

い

た

。

し

か

し

、

Ｌ

Ｍ

の

後

で

井

筒

が

直

面

し

た

の

は

、
『

ク

ル

ア

ー

ン

』

解

釈

の

学

問

的

＝

非

相

対

主

義

的

方

法

を

確

立

す

る

と

い

う

実

際

的

課

題

だ

っ

た

。

４

、

ｓ
ｅ
ｍ

ａ
ｎ
ｔ
ｉｃ
　ａ
ｒ
ｔ
ｉｃ
ｕ
ｌａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

と

は

「

通

常

概

念

と

い

う

形

で

扱

わ

れ

て

い

る

も

の

を

意

味

分

節

単

位

群

に

分

解

・

還

元

し

、

そ

れ

を

意

味

連

関

組

織

と

し

て

構

造

的

に

考

察

し

な

お

す

」

も

の

で

あ

る

。

こ

れ

は

第

二

期

の

英

文

著

作

に

、

ま

た

第

三

期

の

著

作

『
コ

ー

ラ

ン

を

読

む

』

や

『
イ

ス

ラ

ー

ム

生

誕

』

で

も

か

な

り

純

粋

に

適

用

さ

れ

て

い

る

。

そ

こ

で

い

ま

、
『
イ

ス

ラ

ー

ム

生

誕

』

か

ら

こ

の

方

法

の

一

端

を

紹

介

し

よ

う

。

同

書

の

第

二

部

は

「
イ

ス

ラ

ー

ム
と

は

何

か
」

と

題

さ

れ

、
「
イ

ス

ラ

ー

ム
」
「

ジ

ャ

ー

ヒ
リ

ー

ヤ
」
「

ウ

ソ

マ
」

等

々

の

概

念

が

取

り

上

げ

ら

れ

て

い

る
。

例

え

ば

「
ア

″

ラ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
「
ａ
ｉ
　
i
l
ａ
ｎ
」
で
あ
り
英
語
の
「
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｇ
ｏ
ｄ
」

に
あ

た

る

こ
と

、

ま

た

イ

ス

ラ

ー

ム
以

前

の

多

神

教

の
神

の

名
で

も

あ
り

、

さ
ら

に

は
当

時

ご

く

一

般

的

に

ユ

ダ

ヤ

ー
キ
リ

ス

ト

教

の

神

を
も

指

し

た
こ

と

、
そ

れ

が

イ

ス

ラ

ー

ム
の

神

の
名

へ
と

意

味

転

換

し

た

こ

と

、

な

ど
が

解

明
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
ア
ッ
ラ
ー
」
の
ご
く
表
面
的
な
語
義
か
ら
イ

ス

ラ

ー

ム

の
神

ま

で

、

意

味

単

位

の
連

関

を

あ

ぶ

り

だ
し

、

イ

ス

ラ

ー

ム
以

前

と

以

後

の
歴

史

的

・

実

存

的

な
意

味

変

化

を

構

造

化
し

て

浮

か

び
上

が

ら

せ

、

も

っ
て

学

問

的

な

イ

ス

ラ

ー

ム
理

解

と

す

る

の

で

あ

る

。

５

、

井

筒

は

第

三

期

に

方
法

論

の

言

語

哲

学

的

考

察
を

深

め
、

多

数

の

著

名

な

作

品

を

生

み

出

し

て

い

く

。

井

筒

の

こ

の

期

に

書

い

た

も

の

ｅ
ｃ
ｒ
ｉｔｕ
ｒ
ｅ

は

い

つ
も

言

語

と

意

識

の

表

層

か

ら

深

層

へ

、

ま

た

そ

の

逆

へ

と

い
う

「
う

ね

り

」

を

み

せ

、
や

が

て

深

層

に

「
顕

現

せ
ざ

る
も

の
」

を

顕

現

さ

せ

、

読

者

を

言

語

に

よ

る

宗

教

経

験

に

誘

う

。

こ

う

し

た

独

特

な

ｅ
ｃ
ｒ
ｉｔｕ
ｒ
ｅ

を
生

み

だ
す

彼

の

言
語

哲
学

を

み

て

み

よ

う

。

６

、

そ

の

コ

ア

は

「

言

語

の

意
味

分

節

作

用

が

存

在

喚

起

作
用

で

あ

る
」

と

い
う

も

の
で

あ

る
。

言

語

は

普

通
、

あ

ら

か

じ

め

実

在

す

る
物

の

名
で

あ

る
と

考

え

ら

れ

る

。
井

筒

は

こ

の

関
係

を

逆

転

し

、

言
語

に

よ

っ
て

存
在

者

が
喚
起
さ
れ
る
と
し
た
。
言
語
以
前
は
ノ
ッ
ペ
ラ
ボ
ー
状
態
。
そ
れ
が
言
語

の
意

味

分

節

作

用

に

伴

っ
て

縦

横

に
分

節

し

、

存

在

者

が

そ

れ
と

し
て

現

れ

る
と

い

う

。

こ

こ

に

は

「
意

味
」

の
超

越

論

的

理

解

が

あ

る

。
意

味

の
超

越



論

的

理

解

と

は

①

意

味

の
経

験

科

学

的
説

明

を

と

ら

ず

、

そ

れ
ら

諸

学

の

対

象

の

存

在

性

格

と

は

ち
が

う

独
自

の

性

格

を

意

味

に

認

め

、

②
し

か
し

、

そ

れ

を

実

体

化

せ
ず

、

か

つ

何

等

か

の
形

で

構

成

さ

れ

た

も

の

と
見

な

し
、

構

成

の

根

拠

、

条

件

、

運

動

を

明
ら

か

に

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

。

①

に

つ

い

て

は

井

筒

が

非

実

体

的

な

ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ

に

関

説

す

る

こ

と

か
ら

、

ま

た

、

②

に

つ

い

て

は

ｅ
ｃ
ｒ
ｉｔｕ
ｒ
ｅ

の

う

ね

り

か

ら

読

み

と

る
こ

と

が

で

き

る

（
後

述
）
。

こ

う

し

た
意

味

理

解

は

、

現

代

思

想

の

或

る
も

の

に

通

じ

る

が

、

以

下

も

っ
ぱ

ら

井

筒

の

立

場

を

押

し

出

す

こ

と

に

す

る
。

〔
＊

ど
ち
ら
も
高
橋
哲
哉
「
意
味
と
構
造
」
（
『
岩
波
講
座
哲
学
』
1
6所
収
）
参
照
〕

７

、

井

筒

の

言

語

哲

学

に

お

い

て

、

言

語

以

前

は
無

分

節

の

闇

で

あ

る

。

こ

れ

に

言

語

遂

行

が

沢

山

の

亀

裂

・
分

節

を

い

れ

る
。

存

在

者

が

喚

起

さ

れ

る

。

意

識

主

体

も

同

時

に

分

節

・
構

成

さ

れ

る
。

存

在

と

意

識

の

二

元

論

は

取

ら

れ

な

い
。

た
だ

、

言

語

意

味

＝
存

在

が

表

層

と
深

層
と

に
多

層

的

に

捉

え

ら

れ

る
。

表

層

の
意

味

と

は

日
常

言
語

や

経

験

科

学

の

世
界

で

あ
り

、

素

朴

実

在

論

に

た

ち

、
存

在

と

言

語

を
実

体

的

な

も

の

と

理

解

し
て

い

る
。

し

か
し

、

私

た

ち

の
実

存

の
底

に

は

そ

の

よ

う

な

理

解

を

脅

か
す

も

の
が

あ

る
。

井

筒

は
表

層

か
ら

ず

り

落

ち

た
と

こ

ろ

で

深

層

を

語

り

出

す

。

意

味

分

節

が

崩

壊

し

、

無
意

味

が
露

呈

さ
れ

、

存

在

が

境
界

を

失

い

溶

解

す

る

。
井

筒

の

「
存

在

解
体

」
。

カ

オ

ス

、

無

分

節

の

浮

上

。

サ

ル

ト

ル

の

『
嘔

吐

』
、

ま

た

禅

や

イ

ス

ラ

ー

ム
の
修

行

の
過

程

に

出

現

す

る

体

験

で

あ

る
。

８

、

西

洋

の

言

語

哲

学

は

ご

く

最

近

に

な

っ
て

言

語

の

こ

う

し

た
深

淵

に

気
付
き
始
め
た
。
井
筒
が
デ
リ
ダ
の
「
ｅ
ｃ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」
概
念
や
「
脱
構
築
」
を

評
価
す

る
の
は
こ
う
い
う
文
脈
で
あ
る
。
し
か
し
、
井

筒
が
西
洋
の
言
語
哲

学
を
評
価
す
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
、
こ
こ
か
ら
は
井
筒
独
自
の
言
語
哲
学
へ

と
展
開
す
る
。
「
存
在
解
体
」

は
深
層
で
さ
ら
に
根
本
的
転
換
を
経
験
す
る
。

言
語
の
意
味
論
的
深
層
は
単

に
カ
オ
ス
で

は
な
く
、
表
層
に
ま

だ
出
な

い
意

味
可

能
体
の
場
所
で
あ
り
、
潜
在
的
意
味
の
貯
蔵
所
で
あ
っ
た
。
意
味

の
ゼ

ロ

ー
ポ
イ
ン
ト
が
存
在
＝
意

味
の
発
出

点
に
な
る
。
意
味
の
暗
闇

に
光
が
差

し
込
み
、
深
層
か
ら
表
層
ま
で
、
意
味
が
ま

っ
た
く
違

っ
た
・
新
し

い
光
の

中

に
蘇
る
。
世
界

は
も
と
の
コ
ス
モ
ス
と
「
同
じ
」
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

い
ま
や
深
層

か
ら
の

「
意
味

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
受
け
、
物
も
意
識
も
凝
固
し

た
本
質

か
ら
解
放
さ
れ
て
、
そ

の
つ
ど
の

ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ

に
な
り
、
世
界
は
出
来

事
の
重
畳
す

る
プ

ロ
セ
ス
と
な
る
。

〔
＊

『
意
味
の
深
み
へ
』（
岩
波
書
店
）
参
照
〕

９

、
さ
て

、
井

筒
の
言
語
哲
学
も
こ
こ
ま
で
く
る
と
、
東
洋
哲
学
そ
の
も

の
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
井
筒
の
言
う
「
東
洋
〇
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
」
と
は
「
精
神
的

東
洋
」
で
あ
り
、
そ

の
本
質

は
「
己
事
究
明
」
で

あ
る
。
し
か
も
、
「
存
在

解
体
」
の
い
わ
ば
後
始
末
に
集
中
的

な
関
心
を
注
ぐ
。
西

洋
に
も
神
秘
主
義

の
伝
絖
が
み
ら
れ
る
が
主
流
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
こ
ま
で

、
井
筒
の
い

う
「
意
味
の
深
層
」
の
消
息

を
ほ
と

ん
ど
東
洋
哲
学
の
言
葉
を
使

わ
な

い
で

紹
介
し
た
が
、
こ
れ
以

上
そ
う
す

る
こ
と

は
か
え

っ
て
不
自
然
に
な
る
。
井

筒
が
、
日
常
言
語
の
世
界
経

験
を

シ
ャ
ン
カ
ラ
の

「
マ
ー
ヤ
ー
」

と
、
「
存

在
解

体
」

を
荘
子

の
「
混

沌
」

や
老
子

の

「
無

名
」

と
、
意

味
可
能

体
を

ヴ

ェ
ー
ダ

ー
ン
タ
の

「
種
子

（
ビ
ー
ジ

ャ
）
」
と
、

ビ
ー
ジ
ャ
の
貯
蔵
所
を



「
言

語

ア

ラ

ヤ

識
」

と

、

実

存

転

換

点

を

大

乗

仏

教

の

「

無
」

と

か

「
空

」

と

捉

え

、

転
換

後

の
世

界

を

老
子

の

「

有

名
」
、

華

厳

の

「
事

事

無

礙

法

界

」

な

ど

と

縦

横

に
呼

ぶ

こ

と

、
周

知

の
通

り

で

あ

る

。

井

筒

は

ク

ル
ア

ー

ン
理

解

の

方

法

と

し

て

の

言

語

か
ら

、

言
語

自

体

の

ク

ル

ア

ー

ン
＝

東

洋

的

理

解

に

至

っ

た
と

い
え

よ

う

。

方
法

と
対

象

の

こ

う

し

た

解

釈

学

的

循

環

が

晩

年

の

「
東

洋

思

想

の
共

時

的

構
造

化

」

と

い

う

操

作

を

必

然

さ

せ

た

。

1
0、

最

後

に

、

イ

ス

ラ

ー

ム

に

触
れ

よ

う
。

井

筒

の

Ｏ
ｒ
ｉｅ
ｎ
ｔ

概

念

は

イ

ス

ラ

ー

ム
を

含

む

広

い
も

の
で

、
周

知

の

よ

う

に

、
井

筒

は

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム

の
研

究

者

で

も

あ

っ

た
。

ス

ー

フ

ィ

ズ

ム
の

伝

統

に

、
「

複

眼

の
士

」
（
ｄ
ｈ
ｕ

ａ
ｙ
ｎ
ａ
ｙ
ｎ
）

と

い

う

言

葉

が

あ

る

。

ス
ー

フ

ィ

ズ

ム

の

哲

学

者

は

二

つ

の

目

を

も

っ
た

主

体

で

あ

る

。

つ
ま

り

、

か

れ

は
存

在

解

体

の
以

前

と

以

後

の

両

方

を

、

同

時

に

見

る

こ

と

が

で

き

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

こ

れ

を

言

語

哲

学

的

に

い

う

と

、

複

眼

の

士

は

言

語

意

味

の

「

タ

シ

ャ

ー

ブ

フ
」

（
ｔａ
ｓ
ｈ
ａ
ｂ
ｕ
ｈ
）

を

語

る
と

い
う

こ

と

に
な

る

。

タ

シ

ャ

ー

ブ

フ

と

は
意

味

の

「
多

義

性

」
、

し

か

も

、

垂

直

的

多

義

性

で

あ

る

。

例

え

ば

、
「
近

い

（
ｑ
ａ
ｒ
ｉ
ｂ
）
’
遠
い
（
b
a
 
i
d
）
」
と
い
う
語
は
、
「
理
性
の
領
域
」
で
は
平
凡

な

空
間

的

距

離

を

表

す

が

、

よ

り

深

い

次

元

で

は

神

と

の

実

存

的

距

離

を

表

す

。

さ

ら

に

、
「
理

性

の

向

こ

う

側

の

領

域

」

で

は

比

喩

的

な

空

間

性

も

消

え

て

「

近

さ

と

遠

さ

」

が

同

じ

に

な

る

。
「
神

は

人

間

か

ら

は

遠

い
と

い

っ

て

も

、

近

い

と

い

っ
て

も

全

く

同

じ

こ

と

」

に

な

る

。

も

ち

ろ

ん

、
「

近

い

・

遠

い

」

の
区

別

は

痕

跡

と

し

て

残

る

が

、

ス

ー

フ

ィ
の

言

語

世
界

に

は

「
神

は

近

い
け

れ

ど

も

遠

い

、

遠

い
け

れ
ど

も

近

い

、

近

く

て

遠

い

。

結
局

、

近
く
も
遠
く
も

な
い
」
と

い
っ
た
奇
妙
な
表
現
が
成
立
す

る
。
こ
れ
は
「
ス

ー

フ
ィ

ズ
ム
と
言
語
哲
学
」
と
い
う
論
文

で
紹
介
さ
れ
て

い
る
（

マ
ダ
ー
ユ

ー
の
言
葉
だ
が
、
意
味
の
深
層
と
表
層
を
構
成
的
に
往
復
す

る
井
筒
の
言
語

哲
学
が
、
「
複
眼
の
士
」
を
地
で
行
く

も
の
で
あ

る
こ
と
が
分

か
ろ

う
。

こ

ん
な
深
層
を
組
み
込
ん
だ
言
語
哲
学
は
西

洋
に
は
な
い
だ
ろ
う
。

〔
Ⅱ
〕

Ｉ

、
滝
沢
の
思
想
形
成
は
戦
前

・
戦
後

の
二
期

に
分
け
ら
れ
る
。
戦
前
、

西

田
哲
学
と
の
出
会
い
か
ら
出
発
し
、
西
田
の
勧
め
で
カ
ー
ル

ー
バ
ル
ト
の

元

に
留
学

、
そ
の
影

響
下

に
思
想
的
基
礎
を
固
め
た
。
戦
後
は
社
会
哲
学
へ

と
展
開
す

る
一
方

、
仏
教
と

の
対
話

に
道
を
つ
け
た
。
最

晩
年

に
は
西
田
・

バ
ル

ト
を
踏
ま
え

た
独
自

の
学

「
純
粋
神
人
学
」

を
構
想
、
体
系
化
を
急
い

だ
が
果
た
さ

な
か
っ
た
。

２
、
井
筒
と

は
対
照
的

に
滝
沢
は
言
語
論
や
対

話
の
方
法
論
を
主
題
化
し

て
な
い
。
そ
の
ｅ
ｃ
ｎ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
は
い
つ
も
〈
い
き
な
り
〉
神
と
人
の
根
源
的
関

係
か
ら
発
し
、
そ
の

「
映
し
」
と

「
謀
反
」

の
両
形

態
を
螺
旋
的
に
展
開
し

て
い
く
。
そ
こ
で

は
神
へ
の
謀
反

も
神
人
関

係
上

の
一
鉤
と
し
て
包
ま
れ
、

や
が
て
言
語

に
よ
る
宗
教
世
界
の
稀
有
な
展

開
に
読
者

は
誘

い
込
ま
れ
る
。

井

筒
的

ｅ
ｃ
ｒ
ｉｔｕ
ｒ
ｅ

の
展
開
と
際
立

っ
た
違
い
を
見

せ
る
が
、
実
は
こ
こ

に

滝
沢

の
言
語
哲
学
が
機
能
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。

３

、
滝
沢
の
処
女

作
は
論
文

「
一
般

概
念
と
個

物
」
（
昭
８
年
、
以
下
、
個

物
論
文
）
で
、
西

田
哲
学
を
論
じ

た
も

の
で
あ

る
。
西

田
の

「
場
所
」
（
大
1
5



年
）
か
ら

『
無

の
自

覚
的
限
定
』
（
昭
７
年
）
に
至

る
体
系
完
成

期
に
取
り

組

ん
だ
成
果
で
あ

る
。
こ

れ
が
滝
沢
の
言
語
哲
学
を
窺
う
に
好

便
で

あ
る
が
、

言
語

哲
学
と
し
て

扱
う
に
は
多
少
工
夫
が
い
る
。
主
題

が
言
語

論
で
は
な
い

か
ら

だ
。

４

、
ま
ず
、
論
文

の
西

田
解
釈
と
い
う
側
面

を
捨
象
す

る
。
西

田
自
身
が

絶
賛
し

た
こ
と
だ
け
記

し
て

お
く
。
こ
こ
で

は
、
「
抽
象
的
な

一
般
概

念
が

具
体
的

な
個
物
と

ど
う
関

わ
る
の
か
」
と
い
う
「
旧
く
て

新
し
い
哲
学
の
根

本
問
題
」

へ
の
取
り
組
み

と
い
う
側
面
に
焦
点
を
当
て

る
。
滝
沢
は
こ
の
問

題

に
一
義
的
な
解
答
を
与
え

た
と
自
負
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
絞
っ
て

紹
介

し

、
そ

の
上
で
、
言
語

哲
学
的
含
意
を
探
り
た
い
。
一
般
概
念

が
言
語
に
担

わ
れ
る

か
ぎ
り
こ
の
よ
う

な
工
夫

は
可

能
だ
し

、
従
来

の
滝
沢
研

究
が
こ
の

点
を
ま

っ
た
く
見
落
と
し
て
き

た
以
上

、
是
非
必
要
で
も
あ
ろ

う
。

５
．
滝
沢

は
、
概
念
的

知
識

の
基
本
を
包
摂
判

断
に
見
、
そ
の
分
析
か
ら

個
物
と

の
関
連
へ
と
進

ん
で

い
る
。
抽
象
的
な
判
断

か
ら
具
体
的
な
も
の
へ

向

か
う

わ
け
で
あ

る
。
「
赤

は
色
で

あ
る
」
と

い
う
判
断

は
、

主
語
と

し
て

の
特
殊
を
述
語
と
し
て

の
一
般
が
包
ん
で

成
り
立
つ
。
特
殊
を
一
般
に
於
い

て
あ
る
と
み
る
と
こ
ろ

に
知
識

が
成
立
す
る
。
し
か
し
、
判
断

は
普
通
何
等

か
の
個
物

に
つ

い
て
下

さ
れ
る
。
そ
の
際
、
個
物
は
も
ち
ろ
ん
判
断
の
主
語

の
方
向

に
見
ら
れ

る
。
し

か
し

、
主
語
の
概
念
は
ど
こ
ま
で

特
殊
化
を
進
め

て
も
ま
た

他
の
概
念
の
述
語

に
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
に
対

し
、
個
物
は
主

語
と
な

っ
て
述
語
と
な
ら

な
い
も

の
と
規
定
で
き

る
。
主
語
と

な
っ
て

述
語

と
な
ら
な
い
個
物
は
、
主
語
概
念

の
特
殊
化
の
果
て

に
。
こ
れ

を
飛
躍
し
て

こ
れ
を
「
持

つ
」

と
い
う
に
至

っ
て
、
つ
ま
り
、
特
殊
の
特
殊
と
し
て
初

め

て

姿
を
現
す

。
こ
う
し
て

、
赤
は
ま
た
他
の
性
質
、
例
え

ば
形
と

の
関
係
の

中
に
姿
を
現

す
。
「
赤
い
も
の
」

は
ま

た
「
丸

い
も
の
」
で
あ

り
得
る
わ
け

で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
直
ち
に
、
個
物
が
他
の
個
物
に
対

し
て

の
み
個
物
で

あ
り
得
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
し

か
し
、
知
識
の
成
立
を
「
特
殊

が
一
般

に

於
い
て

あ
る
」

と
い
う
点
に
見
る
な
ら
、
個
物
と
個
物
の
関

係
を
直
接

に
包

む
「
場
所
」

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
個
物
が

知
識
の
対

象
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
お
き
な
い
。
個
物
間

の
関
係

を
直
接

に

包
む
「
場
所
」

は
述
語
の
方
向

に
見
ら

れ
、
「
述
語

と
な

っ
て

主
語
と
な
ら

な
い
も
の
」
「
一
般
の
一
般
」
、
ま

た
「
判
断
的
一
般
者
」

と
規
定

さ
れ
る
。

こ
う
し
て

、
「
判
断
」
と

は
、
場
所

に
お
い
て

直
接

に
限

定
さ
れ

た
個
物
が
、

概
念
の
主
語

述
語
関

係
に
お
い
て
間
接
的
に
限
定
さ
れ
る
こ

と
、
つ
ま
り
。

概
念
に
よ
る
媒
介
作
用
に
他
な
ら

な
い
。

６

、
さ
て

、
判
断
成
立
の
根
底
に
場
所
の
限
定
作
用

を
見
る
こ

の
知
識
論

で
は
、
場
所
に
お
い
て
ま
ず

物
が
分

節
し
語
り
か
け
て

く
る
が
、
主
体
も
同

時

に
生

成
す
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
主

客
未

分
の
カ

オ
ス
か

ら
判
断

が

ゲ

シ
ュ

タ
ル
テ
ン
し
て
く
る
わ
け
で

、
主
客
対
立
以

前
を
射
程
に
い
れ
て

い
る
。

こ
れ
は
井

筒
的
深
層
を
認
め
る
立
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
概
念
に
よ

る
媒
介

作
用

に
知
識
成
立
を
み
る
立
場
は
、
井
筒
の
「
意
味
に
よ

る
実
在
分
節
」
と

い
う
立
場
に
重
な
る
。
滝
沢

の
「
概
念
」
と
井
筒
の
「
意

味
」

は
、
語
の
外

延
・
内
包
・
表
出

を
同
時
に
成
立
さ
せ
る
或
る
も
の
で
あ
り

、
同
じ
事
態
を

指
し
て

い
る
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
ま
た
、
滝
沢

の
判
断
論

の
立
場
は



意
味

の
超
越

論
的
理
解

を
含
む
と

言
え
よ

う
。
概

念

―
意

味

は
個
物

（
客

体
）
と
主

体
、

能
動
と
所
動

の
い
わ
ば
中
間
に
生
成
す
る
独
自
の
存
在
性
格

を
も
ち

、
「
場
所

の
自
己
限
定

＝
受
動

的
総

合
」

と
い

っ
た
深

層
の
構

成
作

用

に
基

づ
く
と

考
え
ら

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
井
筒
の
用
語
と
対
比
す
れ
ば
、

場
所

の
自
己
限

定
即
個

物
の
相
互

限
定
と
は
、
言
語
以

前
の
カ
オ
ス
が

コ
ス

モ
ス
化
す

る
こ
と
で

あ
り
、
概
念
に
よ
る
媒
介
と
は
、
言
語
ア
ラ
ヤ
識
つ
ま

り
可

能
意
味
世
界

た
る
カ
オ
ス
か
ら
意
味
が
表
層
へ
上

っ
て
く
る
、
意
識
と

世
界
が

分
節
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

７

、
こ
の
よ

う
に
井

筒
と
の
言
語
哲
学
的
共
通
性
が
見
え
て
き
た
が
、
二

つ

注
意
す

べ
き

点
が
あ
る
。
一

つ
は
、
井
筒
の
意
味
の
表
層
・
深
層
と
い
う

事
態
が

実
際
に
は
多
層
構

造
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
の
一
端
は
「
複
眼
の
士
」

に
関
連

し
て
紹

介
し
た
。

こ
の
点
、
滝
沢
は
ど
う
か
。
二
つ
目
は
、
井
筒
の

言
語

哲
学
が
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
通
じ
て

い
た
こ
と
。
こ
の
点
、
滝
沢
の
キ
リ

ス
ト
教
と
の
関

連
が
問
題

に
な
る
。

８

、
実
は
、
滝
沢
も
実
在
の
多
層
構
造
の
立
場
を
と

っ
て
い
る
。
そ
れ
を

端
的
に
示

し
て

い
る
の
が
「
一
般
者
の
系
列
」
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
例
え

ば
、
昭
和
八
年
の
論
文
「
西

田
哲
学
に
於
け
る

ノ
エ
シ
ス
と

ノ
エ
マ
の
関
係

に
つ
い
て
」
で
、
滝
沢
は
西
田
が
こ
の
語
を
二
重
の
意
味
で
使

っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
具
体
的
な
も
の
の
抽
象
的
な
も
の
へ
の

関
係
、
例
え
ば
、
先
の
判
断
的
一
般
者
と
概
念
的
一
般
と
の
関
係
を
表
し
、

二
つ
に

は
、
一
定
の
具
体
性
を
持
つ
も
の

に
つ

い
て
、
生
の
方
向
、
能
限
定

的
方
向
と
、
死
の
方
向
、
所
限
定
的
方
向
と

の
相
関
的
関
係
を
表
す
。
滝
沢

は
「
第
二
義
の
ノ
エ
シ
ス
・
ノ
エ
マ
関
係
は
必
ず
そ
の
反
面
に
第
一
義
の
そ

れ

を

伴

う

」

と

い

い

、

そ

の

上

で

、

判

断

的

一

般

者

か

ら

ノ

エ

シ

ス

的

方

向

を

辿

っ
て

、

自

覚

的

一

般

者

、

叡

智

的

一

般

者

、

そ

し

て

真

の

無

の

場

所

の

宗

教

的

自

覚

へ

と

至

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。

で

は

二

点

目

は

ど

う

か

。

９

、

個

物

論

文

を

発

表

し

て

半

年

も

た

た

ず

に

滝

沢

は

ド

イ

ツ

へ

留

学

、

バ

ル

ト

に

よ

っ
て

キ

リ

ス

ト

教

を

理

解

す

る

。

初

め

て

書

い

た

論

文

が

「
信

仰

の

可

能

性

（
Ｄ
ｉｅ
　
Ｍ
ｏ
ｇ
ｌ
ｉｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉｔ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｇ
ｌａ
ｕ
ｂ
ｅ
ｎ
ｓ
）
」

で

、
「
信

仰

の

先

行
的
理
解
」
と
し
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
実
存
分
析
を
と
り
い
れ
る
ブ
ル
ト
マ

ン

ら

の

「
自

然

的

神

学

」

を

、

バ

ル

ト

神

学

の

立

場

か

ら

批

判

し

た

も

の

で

あ

る

。

こ

の

論

文

で

三

点

が

興

味

深

い

。

ま

ず

、

叙

述

の

進

め

方

。

滝

沢

は

「
先

行

的

理

解

」

と

い

う

こ

と

を

、

物

理

学

、

友

情

に

つ

い

て

述

べ

た

後

、

類

比

的

に

語

れ

る

と

し

て

信

仰

に

つ

い

て

論

じ

て

い

る

。

物

理

学

の

先

行

理

解

の

可

能

性

を

カ

ン

ト

の

「
先

験

的

自

我

」

に

、

友

情

の

そ

れ

を

「
社

会

共

同

体

」

に

み

て

い

る

が

、

後

者

を

「
先

験

的

統

覚

と

は

異

な

っ

た

も

の

で

あ

り

、

階

層

的

に

よ

り

深

い

も

の

」

と

記

し

て

い

る

。

信

仰

も

類

比

的

に

語

れ

る

と

い

う

の

で

あ

る

か

ら

、

バ

ル

ト

神

学

の

理

解

が

、

西

田

に

学

ん

だ

階

層

的

実

在

把

握

を

そ

の

ま

ま

持

ち

込

ん

で

成

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

。

二

点
目
は
用
語
で
あ
る
。
滝
沢
は
「
先
験
的
統
覚
Ａ
ｐ
ｐ
ｅ
r
z
ｅ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
「
先

験

的

自

我

の

自

己

限

定

」

と

言

い

、

信

仰

の

可

能

性

を

「
神

の

自

己

限

定

」

に

あ

る

と

言

っ

て

い

る

。
「
場

所

の

自

己

限

定

」

の

思

想

が

そ

の

ま

ま

バ

ル

ト

神

学

に

持

ち

込

ま

れ

て

い

る

の

で

あ

る

。

こ

の

二

点

は

、

決

し

て

バ

ル

ト

神

学

の

曲

解

を

意

味

し

な

い

。

当

の

バ

ル

ト

自

身

が

こ

の

論

文

を

評

価

、

伝



統
あ
る
神
学
雑
誌

に
載
せ

た
か
ら
で
あ
る
。
西
田
哲
学

は
バ
ル
ト
神
学
理
解

の
下
敷
き
に
な
り
え
た
の
で
あ
る
。
が
、
問
題
も
生
じ
た
。

1
0、
三

点
目
。
実

は
、
バ
ル

ト
は
論
文
の
最

終
節

を
削

除
す

る
よ

う

に

言

っ
た
。
わ
ず
か
二
頁
に
も
満
た
な
い
一
節
で
滝
沢
は
、
ブ
ル

ト
マ
ン
ら

に

対

す
る
批
判

は

「
人
間

か
ら
神

へ
の
道
は

な
い
」

こ

と

を

「
原

則
的

に
承

認
」
さ
せ

る
が

、
「
ま
さ
に
そ
の
こ
と

に
よ

っ
て
神

か
ら
人

へ
の
道

は
常
に

至

る
処

に
時

々
刻
々
に
開
か
れ
て
い
る
」

と
書

い
て
い
た
。
聖
書
と
伝
絖
の

な
い
と
こ
ろ
で
も

、
キ
リ
ス
ト
教
的
信
仰

の
原
理

的
・
事
実
的
可

能
性
が
あ

る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
滝
沢

は
西
田
哲
学
を
念
頭

に
置

い
て

い
た
し
、
あ

か
ら
さ
ま
に
そ
う
伝
え
も
し
た
。
怪
訝
な
バ
ル
ト

は
論
文

を
そ

の
ま
ま
雑
誌

に
載
せ
た
が
、
後
々
ま
で
論
争
が
続
い
た
の
で
あ
る
。
滝
沢

は
十
字
架

に
至

る
ま
で
の
イ

エ
ス
の
歴
史
、
イ
ス
ラ

エ
ル
の
歴
史
、
教
会
の
伝
統
を
無
視
し

た
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
概
念
を
転
倒
刷
新
し
、
歴
史
の
根
底

に
あ
り

か
つ

語
る
神
か
ら
歴
史
を
見
た
。
イ

エ
ス
も
一
人
の
人
と
し
て
、
こ

の
神
を
表
現

す

る
形

に
す

ぎ
な
い
。
と
は
い
え

、
そ
れ
は
神
の
完
璧
な
表
現
と
し
て
そ
の

基
準
的
な
意
味

は
保

持
さ
れ
る
。
し
か
し

、
イ

エ
ス
の
名
を
絶
対
視
す
る
必

要

は
な
い
。
イ

エ
ス
を
導

い
た
神

は
ま
た
私

た
ち
と
共
な
る
神
で
あ
り
、
こ

の
神
の
自
己
限
定
、

つ
ま
り
深
層

に
お
け

る
御
言
葉

の
受

肉
を
受

け
て
、
世

界
が
根
底
か
ら
新
た

に
さ
れ

る
と

い
う
こ
と

は
「
常

に
至

る
処
に
時
々
刻
々

に
」
可

能
だ
か
ら
で
あ
る
。
現

臨

Ｐｒ
ａ
ｓｅ
ｎ
ｚ

す

る
神

の

ロ
ゴ
ス
を
映
す

こ

と

、
こ
れ

が
人
間

の
言
語
の
本
質
で
も
あ
る
。
こ
う
し
て
、
判
断

の
階
層

的

基
底

に
無

の
場
所

を
お
い
た
最
初
期
の
立
場
は
、
独
自
の
キ
リ

ス
ト
教
理
解
、

ま

た

そ

の

言

語

哲

学

へ

と

成

型

さ

れ

て

い

っ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

〔

結
　

び

〕

以

上

、

井

筒

・

滝

沢

ど

ち

ら

に

も

意

味

の

超

越

論

的

理

解

が

見

ら

れ

、

実

在

と

言

語

は

不

可

分

で

あ

る

。

第

二

に

、

意

味

の

深

層

か

ら

表

層

に

い

た

る

階

層

的

理

解

が

見

ら

れ

、

第

三

に

、

意

味

の

深

層

が

実

存

の

根

底

と

し

て

の

宗

教

的

な

も

の

に

接

続

す

る

。

第

四

に

、

そ

の

接

続

地

点

で

深

層

の

転

換

が

語

ら

れ

、

意

味

が

根

底

か

ら

変

様

す

る

。

以

上

四

点

が

両

者

の

言

語

哲

学

の

共

通

点

と

し

て

確

認

で

き

る

。

し

か

し

、

井

筒

は

表

層

と

深

層

の

「

複

眼

視

」

で

イ

ス

ラ

ム

的

神

秘

主

義

を

強

調

し

、

滝

沢

は

深

層

で

の

キ

リ

ス

ト

教

的

御

言

葉

の

現

臨

を

語

る

こ

と

で

、

世

界

の

神

秘

な

き

神

秘

を

強

調

し

た

。

大

き

な

相

違

で

あ

る

。

こ

れ

は

「

宗

教

的

意

味

世

界

を

ど

こ

か

ら

語

る

か

」

と

い

う

学

問

観

に

関

わ

る

と

思

わ

れ

、

今

後

の

検

討

を

要

す

。

し

か

し

、

対

話

に

開

か

れ

て

い

く

両

者

の

言

語

哲

学

は

注

目

に

値

す

る

。

（
Ｉ
の
２
の
英
文
著
作
（
Ｋ
ｅ
ｉ
ｏ
　
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ｉ
ｔ
ｕ
ｔ
ｅ
　
ｏ
ｆ
　
Ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
.
　
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｓ

，
　
Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
)
以
外

は
、
井
筒
著
作
集
（
中
央
公
論
社
）
２
、
５
、
９
巻
、
滝
沢
著
作
集
（
法
蔵
館
）
1
、

２

巻

を

参

照

し

た

）

（
ま
え
だ
・
た
も
つ
、
近
代
日
本
思
想
史
、

フ

ラ

ン

ス

現

代

哲

学

、

東

洋

大

学

講

師

）
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